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最初は、靴を履いて散歩。やがて、素⾜にて・・・ 実に気持ちがいい。 
⾜跡をつけるのを、ためらうような、砂模様。 
砂に気を取られていると、雲が、気にならなくなった。 
結果、ご覧のような、画像記録が残った。 
 
 

 
 
 

  この画像は、右が海。 

 



山はみどり 野に花 人にはこころ 
 
早い⼈は、早い。いろいろな出会いがあって、楽しい時間帯。 
お天気もいろいろ。時間帯で、波も光景も違う。 
想像した、カナリア諸島の光景は、こうした場⾯だったかもしれない。 
 
 

   
 
 

 


